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第４回定例会は平成 26 年12 月4、5 日に開催

され、各種補正予算などを審査しました。
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一　般　質　問
議員は「住民に代わって」村の行政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針、

計画あるいは疑問点などについて所信や疑問をただすことができます。

11
月
26
日
～
28
日
ま

で
地
区
ご
と
に
住
民

公
聴
会
が
実
施
さ
れ
た
。

今
回
は
産
業
振
興
を
テ
ー

マ
に
行
な
わ
れ
た
が
、
み

な
さ
ん
の
関
心
度
、
出
席

状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
？

３
地
区
の
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
本
村
34

名
、
式
根
島
28
名
、
若
郷

22
名
と
な
っ
た
。
産
業
振

興
に
は
２
時
間
で
は
足
り

な
い
と
言
わ
れ
た
。
今
後

は
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
話
し
合
い
を
し
た
い
。

　

新
島
村
の
一
致
団
結
力

を
発
揮
し
て
各
団
体
が
横

の
連
絡
を
密
に
し
て
夏
に

向
け
て
色
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
組
む
こ
と
が
大
切
。

住

民

公

聴

会

の

結

果

は
？ 山

本
均
議
員

　

こ
れ
は
新
島
村
に
伝
わ
る
「
馬
鹿
囃
子
」
の
式
根
島

馬
鹿
囃
子
保
存
会
に
よ
る
練
習
風
景
。

　

こ
の
踊
り
は
江
戸
時
代
、
流
人
た
ち
が
淋
し
さ
を
紛

ら
わ
す
た
め
、
思
い
思
い
に
踊
っ
た
の
が
由
来
で
は
な

い
か
、
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
身
ぶ
り
手
ぶ
り

に
は
定
型
的
な
様
式
は
な
く
、
こ
の
こ
と
が
逆
に
喜
怒

哀
楽
の
感
情
の
発
散
を
一
層
盛
り
立
て
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
。

　

保
存
会
で
は
今
に
伝
わ
る
こ
の
踊
り
を
後
世
に
残
そ

う
と
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
現
在
、
会
員
は
男
子
５
名
、

女
子
10
名
、
３
月
の
文
化
祭
の
発
表
に
向
け
、
式
根
島

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
借
り
て
毎
週
金
曜
日
、
夜
７
時
半
に

行
な
っ
て
い
る
。
で
き
る
限
り
に
ぎ
や
か
に
ハ
デ
に
繰

り
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
只
今
特
訓
中
。

表 

紙 

は 

語 

る　
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観
光
業
を
活
性
化
、

発
展
さ
せ
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
考

え
て
い
る
か
、
そ
の
規
模
、

目
的
、
ね
ら
い
等
も
合
わ

せ
て
教
示
願
い
た
い
。

各
産
業
団
体
と
協

議
し
て
観
光
客
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン

ト
を
考
え
実
現
し
て
い

く
。
新
規
で
は
新
島
ア
ク

ア
ス
ロ
ン
大
会
、
サ
ー

フ
ィ
ン
大
会
マ
ス
タ
ー

リ
ー
グ
、
プ
ロ
ア
マ
の
Ｏ

Ｂ
Ｇ
大
会
を
実
施
し
、
民

間
の
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム

事
業
を
支
援
す
る
。

　

自
ら
努
力
し
さ
ら
な
る

振
興
策
を
打
ち
出
し
て
い

る
観
光
産
業
団
体
に
は
積

極
的
に
支
援
し
経
済
の
牽

引
役
を
担
っ
て
も
ら
う
。

前
回
、
特
養
ホ
ー

ム

の

質

問

を

し

た
。
こ
の
２
カ
月
余
り
の

間
に
ホ
ー
ム
に
変
化
は

あ
っ
た
の
か
、
村
は
ど
の

生
活
保
護
法
の
改

正
に
よ
り
そ
の
認

定
に
関
し
、
実
際
の
現
場

で
厳
し
く
査
定
さ
れ
認
定

さ
れ
に
く
く
な
る
の
で
は

な
い
か
、
と
危
惧
す
る
。

国
の
意
向
を
受
け
て
村
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

き
た
か
。

法
の
改
正
に
伴
い

村
で
は
民
生
児
童

委
員
の
活
動
を
は
じ
め
、

住
民
の
方
々
の
生
活
状
況

を
把
握
し
、
各
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
強
化

し
、
そ
の
中
で
本
当
に
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯

に
は
積
極
的
に
関
与
し
、

安
心
し
た
生
活
が
営
め
る

よ
う
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
対
応
し
て
い
く
。

観
光
振
興
策
と
し
て
新

規
事
業
は
あ
る
の
か
？

そ
の
後
の
特
養
ホ
ー
ム

は
？

生
活
保
護
と
生
活
困
窮
家

庭
の
間
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ら
し
の
方
が
多
く
見
ら
れ

る
。
緊
急
発
信
が
役
場
、

支
所
、
診
療
所
等
に
つ
な

が
る
新
た
な
緊
急
通
信
網

が
必
要
か
と
思
う
。
村
長

に
伺
う
。

日
進
月
歩
の
通
信
、

Ｉ
Ｔ
な
ど
を
利
用

し
て
い
る
自
治
体
を
参
考

に
し
て
新
島
村
で
可
能
な

も
の
は
、
今
後
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

現
在
、
新
島
、
式

根
島
で
は
一
人
暮

青
沼
進
二
議
員

独
居
の
お
年
寄
り
に
対
し

て
新
た
な
緊
急
通
信
網
の

確
立
を
！

よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の

か
、
改
め
て
訊
く
。

４
月
か
ら
は
12
月

現
在
の
単
純
な
人

数
増
減
で
は
６
名
退
職
、

４
名
休
業
中
、
４
名
就
職

し
、
差
し
引
き
６
名
の
減

と
な
っ
て
い
る
。
本
施
設

の
最
低
必
要
人
員
は
69
名

で
全
職
員
は
69
名
だ
が
、

非
常
勤
の
割
合
が
高
く
、

常
勤
換
算
職
員
数
で
は
実

質
８
名
の
不
足
と
な
る
。

　

村
は
今
後
も
は
ま
ゆ
う

会
と
綿
密
な
連
絡
、
連
携

を
と
り
、
安
定
し
た
施
設

運
営
が
行
え
る
よ
う
引
き

続
き
支
援
し
て
い
く
。

避
難
訓
練
の
成
果
は
？

今
年
の
訓
練
の
結
果

は
今
後
の
計
画
作
り

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

て
い
く
の
か
？

今
回
の
訓
練
は
津
波

避
難
を
目
的
に
各
自

の
避
難
行
動
を
再
確
認
し

て
い
た
だ
い
た
。
合
わ
せ

て
津
波
避
難
行
動
調
査
を

行
い
、
計
画
の
詳
細
な
デ

ー
タ
と
し
て
利
用
す
る
。

自
主
避
難
で
き
な

い
人
た
ち
に
対
し
、

ど
の
よ
う
に
避
難
し
て
も

ら
う
の
か
？

今
回
の
調
査
で
自

力
避
難
困
難
者
が

ほ
ぼ
確
定
し
た
の
で
今

後
、
各
自
の
対
策
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
。

式
根
島
に
は
別
の

対
応
策
が
求
め
ら

れ
な
い
か
？

避
難
対
象
地
域
の

30
メ
ー
ト
ル
以
下

の
住
居
は
か
な
り
多
く
、

島
全
体
で
の
津
波
避
難
は

重
要
で
あ
る
。

地
震
・
津
波
に
よ
っ

て
機
能
的
に
新
島

と
分
断
さ
れ
た
場
合
、
式

根
島
独
自
で
対
処
で
き
る

態
勢
作
り
を
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
？

緊
急
性
が
高
い
場

合
は
支
所
長
が
判

断
し
対
処
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
。

予
備
の
貯
水
タ
ン

ク
の
増
設
、
ソ
ー

ラ
ー
発
電
等
の
非
常
用
電

源
が
必
要
で
は
？

防
災
計
画
に
は
な

い
が
、
今
後
、
検
討

し
て
い
く
。
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村
長
は
「
こ
の
島
で

生
活
す
る
誰
も
が
安

心
、
安
全
で
暮
ら
せ
る
村

を
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
の
実
現
を
願
う
。

村
長
に
所
見
を
伺
う
。

現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
、

実
施
し
て
い
る
自
治
体
、

実
施
を
検
討
し
て
い
る
自

治
体
の
状
況
等
を
分
析

し
、
検
討
す
る
。

以
前
、
島
外
の
高

校
生
を
受
け
入
れ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
を
知

り
た
い
。調

査

の

結

果

は

全

体

で

賛

成

が

二
百
二
十
二
件
、
反
対

が
20
件
、
ど
ち
ら
と
も
言

え
な
い
が
百
八
十
三
件
と

な
っ
た
。

高
校
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
に
つ
い
て

本
法
は
平
成
26
年

６
月
に
成
立
し
た
。

小
規
模
事
業
者
の
多
様
な

需
要
に
応
じ
た
事
業
活
動

の
推
進
を
図
る
振
興
策
を

講
じ
る
と
あ
る
。

　

そ
こ
で
日
本
政
策
金
融

公
庫
が
融
資
す
る
経
営
改

善
貸
付
資
金
の
利
子
補
給

の
支
援
を
す
る
考
え
は
な

い
か
、
お
訊
き
す
る
。

地
域
の
商
工
会
や

金
融
機
関
と
話
し

合
い
、
地
域
事
業
者
の
振

興
策
と
し
て
有
効
な
手
段

等
の
検
討
を
し
て
い
く
。

清
水
欣
吾
議
員

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法

案
の
成
立
に
伴
う
村
の
支

援
は
？

議

会

か

ら

の

お

知

ら

せ

　

村
議
会
で
は
議
会
を
住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り

身
近
で
親
し
ま
れ
る
存
在
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
み
な
さ

ん
の
ア
イ
デ
ア
を
求
め
ま
す
。
各
議
員
や
事
務
局

ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
文
書
で
も
口
頭
で
も

け
っ
こ
う
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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議長の目ランド

○○○議長４年間をふりかえって○○○

アイ

皆さんのご支持をいただき４年間議長の重職を務

めさせていただき、誠にありがとうございました。自分

らしさを出しながら、また皆様の期待に添うべく努力

をしてきましたが、振り返ってみますと自信の持てる

成果はありませんでした。

議員の仕事っていったいなんだろう ？議員の使命

については今でも自問自答をしています。議員必携

によると、議会は住民を代表する公選の議員をもっ

て構成される地方公共団体の意思決定機関であり、日本国憲法第93条で『地方

公共団体には法律の定めるところによりその議事機関として議会を設置する』と

定めている。

議会の使命は二つあり、一つ目は、地方公共団体の具体的政策を最終的に決

定する機関である。二つ目は、議会が決定した政策を中心に行う執行機関の行

財政の運営や事務処理、ないし事業の実施がすべて、適法・適正にしかも、公平・

効率的にそして民主的になされているかどうかを批判し監視することである、とさ

れています。

そして「議員の職責」についても厳しく定めている。

議員は人格識見とも優れた住民の代表者で、議員の一言一句は、とりもなおさ

ず住民の意見であり、住民からの声であるとされている。評決において投じる一票

は、住民の立場にたっての真剣な一票でなければならず、議員は「住民全体の代

表者であり奉仕者である」とされている。

このことをよく理解し、特に一般質問は住民の声を村長に届ける大事な機会で

あるので、多くの疑問を村長に投げかけてほしかったが、この４年間あまり活発とは

言えなかった。

任期満了を控え、新たに議員になられた方々には、もう一度議員としての使命を

考え、活発な議会運営を行い、住民の負託に応えていただくことを期待したい。

議長　前　田　邦　弘
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 ◇◇◇◇◇◇議員のひとりごと◇◇◇◇◇◇

　衣食足りて礼節を知る、ということわざ（中国の故事か？）がある。こ

れはいくら礼儀や心掛けを説いても、ボロをまといロクな食べ物もない状

態では何を言っても無駄、まずは生活の最低条件を整えることが先決、そ

の上で、といったことになるか。政治家にとっては耳の痛い話で偉そうに

道徳を説く前に経済を良くしろ、である。

　しかし、しかしである。他方では一寸の虫にも五分の魂、人はパンのみ

にて生きるにあらず、といったこともある。人間、どんなに落ちぶれても

人としての矜持、誇りをもっているものだ、単に食えればいいというもの

ではない、となる。うーん、人は中々複雑だ。一筋縄にはいかない。

　増え続ける社会保障費が問題となっている。単純に言うとサービスを抑

制するか、税を引き上げるしか選択肢はない。細かく言えばサービスを抑

えるにしても本当に必要なものと無駄なものを峻別して合理化すべき、と

なろう。また税の引き上げにしてもだれがどのようにどれだけ負担するか

が敏感な問題となる。

　社会生活上のコストを考えてみると昔はほとんど税金を使わなかったな

あ、と思い至る。水は近所でモヤイで井戸を掘って使い、風呂は薪をくべ、

生ゴミや糞尿は畑の肥料に再利用し、クルマは少なかったから道路整備の

必要性は感じなかった。こういった生活が果して幸せだったかどうか、に

わかに断じがたいが、少なくとも地域の自然的、社会的条件の中で長年月

をかけて営々と形作られてきた結果であり、それなりの合理性を有してい

たに違いない。

　これに引き比べ現代の文明生活を維持するには何と社会的コストのかか

ることよ、と嘆息してしまう。これからもこの傾向は続きコストは増えて

いくだろう。

　では私たちはどうしたらいいか？やはり

自分にできることは自分でする、の自立の精

神と、互いを思いやり助け合っていく共助の

精神、この二つで乗り切っていくしかないの

では、と思う。

　それともそんなことは飯が食えてナンボ

のこと、廃車や家電製品の山間投棄も、ウワ

サに聞く雨の夜の汚水の放出も仕方のない

ことだ、と考えるか。ただそのようなことを

容認すると現実には必要以上の社会的コス

トとしてはねかえってくることを忘れては

ならない。
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１０月　 2 日　高度情報通信（光ファイバー通信）の説明会（ＮＴＴによる）に出席

　　　　３日　第２回新島村防災会議に出席

　　　１６日　防衛省技術研究本部長が表敬訪問に訪れ、これに対応

　　　１８日　新島村防災訓練に参加

　　　１９日　調布飛行場祭りに来賓として出席

　　　２３日　全国漁港・漁場大会が東京メルパルクホールで開催され出席

　　　　　　　議員全員で国会議員の先生方に高度情報通信施設光ファイバーの敷設について

　　　　　　　参議院議員会館で要望活動

　　　２５日　大島町土石流災害一周年追悼式に出席（26 日まで）

　　　３０日　全国道路整備大会が日比谷公会堂で開催され出席

　　　３１日　八丈町町制施行 60 周年記念式典に出席（11 月１日まで）

１１月　４日　新島村国民健康保険委員会に出席

　　　１０日　東京都町村議会議長会臨時総会が桧原村で開催され出席

　　　１１日　東京フロラシオン青山で全国離島議長会が開催され出席

　　　１２日　町村議長全国大会がＮＨＫホールにおいて開催され出席

　　　１３日　東京都町村議長会による優良町村視察が福島県西郷村を中心に実施され、

　　　　　　　これに出席（14 日まで）

　　　１５日　鶴岡市・新島村友好盟約 30 周年記念行事に出席（16 日まで）

　　　２７日　平成 26 年第４回議会運営委員会に出席

１２月　４日　第４回定例会（５日まで）

● ● 議 長 の 四 季 報 ● ●

編　

集　

後　

記

　

こ
の
４
年
間
、
広
報
編
集
委

員
長
の
大
役
を
任
せ
ら
れ
て
な

ん
と
か
無
事
に
ま
っ
と
う
で
き

そ
う
で
あ
る
。

　

本
紙
は
議
会
の
広
報
で
あ
る

の
で
議
会
活
動
や
そ
の
他
の
公

務
を
主
た
る
取
材
対
象
と
す

る
。
そ
の
点
で
は
面
白
け
れ
ば

何
で
も
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

ず
、
制
約
が
あ
り
各
議
員
の
活

動
に
期
待
す
る
し
か
な
い
。

　

そ
の
上
で
広
報
は
住
民
の
み

な
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
読
ん

で
い
た
だ
く
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
、
悪
戦
苦
闘
し
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
な
い
知
恵
を
し

ぼ
っ
て
励
ん
で
き
た
わ
け
で
あ

る
。
最
初
の
頃
と
比
べ
る
と
か

な
り
改
善
さ
れ
た
の
で
は
、
と

自
負
し
て
い
る
。

　

ま
ず
表
紙
の
写
真
は
地
域
の

現
状
を
知
っ
て
も
ら
え
る
も
の

に
し
よ
う
、
人
物
を
中
心
に
生

活
感
情
が
表
わ
せ
る
こ
と
に
焦

点
を
し
ぼ
っ
た
。
次
に
裏
面
で

解
説
文
を
添
え
、
な
ん
だ
、
そ

う
い
う
こ
と
か
、
と
い
う
構
成

に
し
た
。
メ
イ
ン
の
一
般
質

問
は
内
容
を
要
約
し
、
読
み

や
す
く
す
る
よ
う
努
め
た
。

写
真
を
多
用
し
、
で
き
る
だ

け
大
き
く
し
、
カ
ッ
ト
絵
も

増
や
し
見
て
も
ら
う
こ
と
に

も
気
を
使
っ
た
。
「
議
長
の

目
ラ
ン
ド
」
は
議
会
の
顔
で

あ
る
議
長
は
何
を
考
え
ど
う

い
う
こ
と
を
し
て
い
る
の

か
、
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
設
け
た
。

ま
た
特
集
記
事
で
視
察
報
告

を
掲
載
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
議
員
の
座
談

会
や
コ
ラ
ム
、
公
共
施
設
の

検
証
記
事
な
ど
載
せ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
と
ア
イ
デ
ア

を
練
っ
て
い
る
、
単
に
情
報

を
ら
列
す
る
だ
け
で
な
く
、

生
き
て
い
る
言
葉
、
生
命
の

宿
っ
た
文
章
と
な
り
、
地
域

社
会
を
知
る
一
つ
の
手
立
て

と
な
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
る
。

●
広
報
編
集
委
員
長

　
　
　
　
　
　

山
本　

均


